
「寝屋川公園駅」ができます 
東寝屋川駅の名称変更の予算が出されました。 

平成２８年に駅名改称の要望が地元から出され

ており、以降、JR西日本との協議が行われてお

りました。 

その時には、改称に伴って設備やシステムの修

正が必要になることから、JR西日本に支払うべ

き費用として、当駅だけの変更には３．６億円

と提示されていました。 

後に、おおさか東線による他の駅名変更と同時

に実施することで、本市負担額が抑えられるこ

とになり、１．２億円が計上されました。 
 

来春には「寝屋川公園駅」になります。   

香里園の水路をきれいに！ 
香里園地域の水路は水が滞留し、ヘドロ等が堆

積し、地元市民からの改善要望も多いのが現状

です。 
 

これまで、上流から常時水を流すことで、きれ

いな水路とするよう様々な提案を繰り返してき

ました。例えば、香里調整池の活用、木屋地域

の水路から引き込む、渚処理場の水の活用、井

戸の掘削などです。 
 

今議会では、水路に水を流すための水源を確保

するにはどうすればよいのか、その手法と費用

の調査を業者に委託しており、その報告書が、

１月末までに提出される予定であることが明ら

かとなりました。 

新たな大学連携 
プログラミング教育が２０２０年度から小学校

で必修となります。 

それを進めるに当たり、本市教育委員会では、

大阪電気通信大学と協定を締結しました。 

実際の所、文部科学省でもプログラミング教育

とはどのようなものなのかの発信がし切れてい

ないのが現状です。 

当大学は、既に大阪市や茨城県と連携している

ことや、ICT教育での第一人者もいると聞き及ん

でいます。縁あって、その情報を教育委員会に

伝えたこともあり、本市教育の発展を願うばか

りです。 
 

平成１７年に大学と策定した「ゲーム・CGを活

用したまちづくり」は、１０年経った今なら理

解され得る、先進的な内容です。 

池田秦線、改良へ！ 
平池町交差点の歩道橋の撤去へのスケジュール

は、11月中旬に業者を選定し、１月から歩道橋

撤去・交差点改良・信号機設置などの工事を行

い、３月に完成予定です。 
 

その工事完了後には、池田本町のサンディ前の

道路横断対策として、押しボタン信号などの手

法を、警察が検討していく予定です。 

体育館のエアコン設置を模索 
効果や必要性は理解できるものの、体育館のエ

アコン設置には莫大な財源が課題としてあるの

が事実です。そのような理由もあり、全国での

設置率は１．２％です。 

本市において試算した額では、1校当たり概算で

約７０００万円。全市で約２５億円が必要とな

ります。 
 

今議会においては、財源を確保するための最も

有利な国の補助金を精査することや、エアコン

の効率的な手法を調査することとなりました。 
 

BANDO PRESSの前号でも記しましたが、一

度設置すればそれで済むのではなく、将来にわ

たって更新費用とランニングコストが必要にな

ります。中長期的な視点でのライフサイクルコ

ストを考慮した構想が必要です。 

これまで提案してきた「地中熱」についての発

言が、初めて行政側から発せられたことから、

一歩前進したと受け止めております。 

台風による被害額 
台風で公共施設にも被害が多数出ています。 

その復旧には、概算で約２億５０００万円と試

算されました。 

この予算の使途は、原状回復だけであり政策的

なものはないとの説明でした。その性質上、早

急に対応する必要があり、予備費だけで対応で

きるのであれば、事前の説明もなかったことだ

と思います。 

よって、議会での審議をすることなく、市長の

専決によって行うことを是としました。 

財源は、予備費と財政調整基金です。 
 

ちなみに、地震による復旧にはブロック塀の対

応も含み、約２億１０００万円であったことを

考えると、今回の台風の被害の大きさが分かり

ます。 

いろいろな質問、いろいろな動き 



総合センターは、どうなるのか？ 
 

６月の地震以降、中央図書館、中央公民館など一部施設が休館となっています。 

今議会では、総合センター内の行政機能を移転するための予算審議がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政機能の移転先は保健福祉センター、池の里市民交流センター、教育研修センターで、埋蔵物は香

里浄水場となります。 
 

池の里市民交流センターでは、文化やスポーツ関係団体の利用スペースが減少しますし、図書館の中

枢機能である中央図書館、社会教育の中央公民館が停止することは市民サービスの低下に直結するこ

とになります。 
 

今回の対応の発端は、アスベストです。どの位アスベストの吸引すれば病気となるのか、今と将来の

因果関係について問われると、その結論を持ち合わせないのが実際の所です。 

ただ、今の科学を根拠に安全性を判断することが、世界で共通する対処だと理解しています。 

「安全」と「安心」は違いますが、科学的根拠のある安全基準をもって、「安心」と理解していただ

くことが、今現在でき得る全てではないでしょうか。その考えをもって、連合審査会では質疑いたし

ました。 
 

また、アスベストの落下に対しては地震の揺れに影響しない工法として、躯体を利用・固着してアス

ベスト部分を囲い込むのではなく、逆に、人が活動するスペースを囲う（躯体とは一体としない）こ

とを提案するなど、早期に機能回復することを求めました。 

今後の総合センターの活用如何によっては、公共施設等総合管理計画をもとにした将来構想や、基金

を始めとした長期財政にも大きく影響をするものであり、慎重な対応が求められます。 

 

Q．アスベストが一部露出していることが休館の原因だが、全館の状態は？ 

A．アスベストの囲い込みを取らなければ全体の状況はわからない。 

Q．地震後での空気中濃度の測定結果は？ 

A．２回行い、基準値を下回っている。（WHOの基準の1/10～1/100だった） 

Q．移転後の対応は？ 

A．アスベストの除去方法を検討。できない場合にはその対策を考える。 

Q．除去する場合の費用は？ 

A．約４億円。 

 

市の人口の動向 
ここ数年、自然減少が大きくなりつつある一方

で、２０代～３０歳代前半と４歳までの転出に

よる社会減少が、１０００人を超える数字で推

移しています。 

社会減の理由の多くは、仕事と家庭の都合。 

 ※過去数回にわたってBANDO PRESSに記 

  載がありますので、ご参照ください。 
 

転入・転出ともに、移動先には「交通の利便

性」を優先に検討されることがアンケート結果

から判っています。本市行政では鉄軌道のみの

時間を捉えがちですが、市民はドア・トゥー・

ドアで考えるものです。それ故に、市内移動の

時間短縮が急務だと考えています。 

災害時の課題。情報提供の改善を！ 
災害時には的確な情報を迅速に届ける必要があ

ります。 

戸別受信器を各ご家庭に設置することが最良の

方法だと考え提案しておりますが、実現には大

きな費用が必要です。 

 ※戸別受信器は、災害情報だけでなく、毎日 

  朝夕の行政情報なども放送可能。全国の７ 

  割の自治体で導入し、全戸設置は２５％。 
 

今議会では、現実的な手法として、まずはメー

ルを活用した自治会長などへの情報提供につい

て調査検討していくこととなりました。 

また、保育所や留守家庭児童会での対応も、そ

れぞれの担当課で検討されます。   



「現場」で実現した議会改革 
 

議会の活性化を始めとする議会改革を目的に、会議室において議論が繰り返され、前進してきた経緯

があります。 

その状況とは違い、「現場」において自主的・自然発生的に議会改革につながる事象がでてきまし

た。 
 

■議会日程を変更 
  台風の到来を前に、急遽、議会側から日程変更を申し出ました。 

  議会日程は最低でも４か月以上前から行政と議会が関係する他の行事との調整をした結果であ 

  り、空いている日でも他の公務が入っている場合が多々あります。 

  それらの理由で変更には困難が伴いますが、地震時の経験を活かし、災害後の情報収集・災害対 

  応に行政職員が一人でも、そして１分でも多く専念できることを目指しました。 

  当然、各議員と行政側の理解の上に成り立ったものです。 
 

■一般質問に２４人が登壇 
  本市の一般質問は、通告をすれば誰でも行えるルールです。現在２７名の議員がいますが、過去 

  ２番目に多い２４名が一般質問を行いました。 

  地震後の議会であり、災害対策は関心の高いテーマとして取り上げられることは予想されていま 

  した。実際には、幅広い分野で行政の施策・運用を質したり、将来に対する提案などが行われ、 

  活発な議論の場となりました。 
 

■議会史上初。全員での委員会審議 
  本市議会には４つの常任委員会があります。集中的・専門的・高度に審議を行うために分けられ 

  ているものです。通常、行政から議案が出された場合、その内容を吟味し、それを担当する１つ 

  の常任委員会で審議します。 

  しかし、今議会で提案された「総合センター費」の予算については、１つの常任委員会に留まら 

  ず４つに関係すると議会が判断し、４つの常任委員会、つまり全議員での審査を行うことになり 

  ました。本市議会で初めてのことです。（複数の委員会で行うものを、連合審査と言います） 
 

  ただ、今回の議案の提出の仕方については、議長団説明時に異論を唱えました。しかし、事業の 

  早期実施の必要性から、審議を早急に行う必要があり受け入れた経緯があります。 

 

 

 

 

 

 

   人気スポーツの相撲 
 

大関・豪栄道関を輩出している本市では、江戸末期から明治初期にかけて相撲が盛んであったこと

が、市誌に記載されている。昭和４０年９月３０日には萱島駅前で横綱大鵬一行の興業が行われ、

約７０００人が集まったようである。 
 

昭和４０年頃にも、素人で構成される相撲部屋があり、本市関係の部屋は以下との記録がある。ち

なみに、北河内地域には１２の部屋があった。 
 

   信濃川部屋…高宮・秦・太秦・平池・木田・大利・高柳・神田 

   赤井川部屋…池田・太間・木屋・（出口） 

   大井川部屋…打上・寝屋・（星田・私市） 

   楯川部屋 …仁和寺・黒原・対馬江・（金田・桃・佐太・大日） 

   石山部屋 …国守・（砂・岡山） 

   楠ノ森部屋…田井・三井・郡・（樟葉） 

   五軒山部屋…堀溝・新家・（中野・清滝） 

   御手洗部屋…河北・（滝・苅屋・下馬伏など） 


